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	3.　 イネにおける葉緑体局在型MRS2の解析
	第1章より、OsMRS2-6は他のOsMRS2メンバーと比較して植物体内における発現量が多く、イネ植物体内の葉緑体において機能を果たす高親和性Mg輸送タンパク質であることが強く示唆された。また、Mg欠乏条件下で栽培したイネにおいては、遺伝子発現量の減少が確認された。相同遺伝子であるAtMRS2-11に関しては、過剰発現により特別な表現型は確認されておらず、植物体に果たす役割は不明である。そこで、OsMRS2-6の植物体内における生理学的な役割を解明するべく、ノックダウン体を作出して表現型を解析した...

